
脱炭素建設材料・国土強靭化技術 

 
 

 

2 つの特許技術で、持続可能な社会インフラの構築に貢献します。 

硬化物の製造方法  特許第 7292694 号 

・産業廃棄物や岩石と接着剤を用いて硬化体を製造する技術です。 

・セメントを使用せず、高強度で耐久性に優れた硬化体を実現します。京都大学防災研究所との共同研究で圧

縮強度 80N/mm2 実現しました。 

・CO2排出削減と資源の有効活用に貢献します。環境配慮型の製造技術です。 

・鉄筋を使用せず、炭素繊維・アラミド繊維との複合材として鉄筋コンクリートに替わる土木・建築材料を製造

します。 

   

I 型断面土留め構造物  特許第 7636762 号 

・I 型断面ブロックを用いた土留め構造物に関する技術です。 

・大規模災害時の強靭なインフラ整備に貢献します。 

 

供試体（80N/mm2） 

 

 

 

想定適用分野 

・インフラ整備（道路・河川・港湾・鉄道） 

・防災・減災対策 

・コンクリート二次製品製造 

・資源循環・脱炭素事業 

 

技術開発段階 

・基礎実験実施済み 

・京都大学との共同研究推進中 

・実証試験および事業化パートナー募集中 

株式会社大川構造設計 

 

自社技術の適用例 

自社のコア技術と強み、アピールポイント 

 


